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１． はじめに 

 

旧・通商産業省工業技術院傘下の研究所が一つに

なり、2002 年 4 月から独立行政法人産業技術総合

研究所としてスタートいたしました。つくばを中心

に常勤研究職員数約 2500 人、約 60 の研究ユニット

で計量標準からバイオ、情報を含め全産業技術分野

をカバーする研究開発を進めております。我々の「生

活環境系特別研究体」は 60 余りある研究ユニット

の一つで、旧・大阪工業技術研究所で環境技術やエ

ネルギー技術を担当していた研究者を中心に構成さ

れており、産総研関西センター（大阪府池田市）に

配置されています。環境やエネルギーに関するわれ

われの研究の取り組みを、簡単にご紹介させていた

だきます。 

 

２． 研究活動の概要 

 

産総研における環境・エネルギー技術の研究は、

「化学物質のリスク削減」、物質の循環や効率的利

用」、「地球温暖化対策」、「エネルギーの安定供給」

が中心となっており、産総研全体としては約 600 人

の研究者がこれら環境・エネルギーの研究に従事し

ています。その中で、生活環境系特別研究体（約 50

人）では特に「人とくらし」を強く意識した環境・

エネルギー技術の研究を担当しています。また、産

学官連携を重視した運営も特徴の一つとなっていま

す。産総研の役割を単純化して言えば、企業の研究 

所と大学との中間的な位置づけとなります。新しい

産業シーズの提案と、中立な研究機関として産業界

に役立つ基盤的な技術の提供が出来ればと考えてい

ます。 

具体的な研究課題としては「固体高分子形

（PEFC）等小型燃料電池」、「リチウム等新型二次

電池」、「水素等新エネルギー媒体」等のクリーンエ

ネルギー技術に加え、「シックハウス物質等生活環境

浄化」、「ガラス等生活素材リサイクル」等の環境保

全技術が挙げられます。またこれらに共通して、「新

材料で技術革新を」との観点から、特に新しい材料

開発や材料基礎研究にも力を入れております。 

 

３． 活密着型のクリーンエネルギー技術 

 

本稿では、特にエネルギーに関連した研究活動を

ご紹介いたします。まず「固体高分子形等小型燃料

電池」では、経済産業省／NEDO の PEFC に関す

るプロジェクトに関係した研究が中心となっており、

電極触媒では Pt-Ru アノードからの Ru の低減[1]

や Pt カソードの Pt 量削減／代替に取り組んでいま

す。水素製造／精製触媒の研究とも合わせて、材料

コンビケムによる材料探索を組み入れた研究体制を

とっています[2]。ナフィオン代替を目指す電解質の

研究では、多孔質ガラスをベースとする無機有機ハ

イブリッド型の電解質を開発し、高温特性の改善や

有機分子透過抑制に取り組んでいます[3]。また、産

業界からの要請にこたえる形で、PEFC の劣化要因

の研究も行なっています。
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自動車や家庭用以外のマイクロ電源としての可能

性を期待して、メタノール（DMFC）以外のダイレ

クト燃料電池の可能性も検討しています。すでに、

アスコルビン酸（ビタミン C）[4]やヒドラジンで発

電実験を行い[5]、性能の向上を目指しています。 

「リチウム等新型二次電池」の研究では、安全性

向上やコスト低減のための新材料開発に力を入れて

います。イオン性流体[6]を用いた新しい電池では、

安全性向上と高エネルギー密度化が期待されます。

鉄系正極材料[7]や合金系負極材料[8]の研究では、低

コスト化、高エネルギー密度化を目指しています。

燃料電池自動車用のリチウム電池に関する経済産業

省プロジェクトを支援するために、劣化要因の研究

も行なっています。 

自動車用 PEFC の研究開発と関連して、水素貯蔵

技術への期待が高まっています。「水素等新エネルギ

ー媒体」の研究では、高圧水素ボ

ンベ中での使用を前提とした水

素吸蔵合金の開発に取り組んで

います[9]。また、新しい水素貯

蔵媒体としての錯体（アラネー

ト）の可能性も検討しています

[10]。 

廃熱の有効利用のため、熱を直

接電気に変える「熱電変換材料」

の研究を行なっています。数百℃

の高温域で安定に作動し、毒性の

尐ない高性能ｐ型材料として、世

界に先駆けて Ca-Co 系複合酸化

物を開発しました[11]。ここでも

材料コンビケムを導入し、新しい

高性能ｎ型材料の研究開発に取

り組んでいます。 
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４． おわりに 

 

生活に密着したクリーンエネルギー技術は、持続

社会に適したライフスタイルを考える上で、今後ま

すます重要になっていくと考えられます。また、ユ

ビキタス情報社会や広い意味でのロボット社会の実

現に向けては、高性能で安全性も高いモバイル電源、

ウエアラブル電源、ユビキタス電源が必要不可欠で

す。新材料開発が技術革新の基本であるとの視点で、

「人とくらし」を強く意識した環境・エネルギー技

術の研究を展開していきたいと考えています。 
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